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令和 7 年度 事業報告書 

自 令和 7 年４月 １日 
至 令和 8 年３月３１日 

 

社会福祉法人 鶯鳴会 

１．事業所の名称 共同生活援助 KoBo れもんぐらす 

          ①すとろべりーホーム（建物名） 

          ②おにぎりホーム（建物名） 

 

２．所 在 地   ①三重県名張市東田原６２５－１９０ 

②三重県名張市西田原３９１－６ 

 

３．職員体制 

※１．夜間支援員については、法人職員が時間外で対応 

 

４．利用定員   ①すとろべりーホーム  ７名 

          ②おにぎりホーム    ６名   合計１３名（令和 8 年 3 月 31 日現在） 

                         ※おにぎりホーム：6部屋中、1部屋は「体験入居」用 

 

５．利用者数   ①すとろべりーホーム  7 名 

②おにぎりホーム    5 名  合計 12 名（令和 8 年３月 31 日現在） 

障害支援区分 

ホーム名 
２ ３ ４ ５ ６ 計 

すとろべりー 0 名 １名 2 名 1 名 3 名 7 名 

おにぎり 0 名 0 名 1 名 1 名 3 名 5 名 

 

６．年間利用状況 

年度 開所日数※ 利用者数 平均利用者数 利用率 

令和 7 年度 365 日 3987 名 10.9 名 91.02％ 

※開所日は 365 日が原則 

人員 

従業者 世話人 常勤・専従 1 名 

非常勤・専従 4 名 

生活支援員 常勤・専従 0 名 

非常勤・専従 12 名 

夜間支援員※１ 非常勤・専従 7 名 

サービス管理責任者 非常勤・専従 1 名 

管理者 常勤・兼務 1 名 
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７．利用実績 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年間 

開 所 日 数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

利 用 者 数 11 11 11 11 12 12 12 12 12 12 12 12  

利 用 延 べ 人 数 315 320 310 321 339 337 354 336 342 342 318 353 3987 

利用平均者数※1 10.5 10.4 10.4 10.4 11.0 11.3 11.5 11.2 11.1 11.1 11.4 11.4 10.9 

体験※2 利用日数 6 6 4 27 2 2 2 2 2 2 2 3 60 

新 規 契 約 者 数 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

契 約 終 了 者 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

※1.小数点第 2 位で切り上げ 

※2.体験入居利用者（3名） 

 

８．サービス内容 

（１）日常生活の援助 

     利用者の自立、生活の質の向上、生活の安定を目的とし、掃除、洗濯、調理、買い物 

などの家事や、外出のサポート、書類手続きなど日常生活を送る上で必要な家事や作業 

をサポートした。 

（２）金銭管理の援助 

     利用者 12 名中 2 名の金銭を預かっており、1 名の出納職員と会計責任者（管理者） 

    で管理を行った。また、預金の金銭出納確認については 3 か月に一度の頻度で利用者 

    や保護者に書面で報告し確認をとった。（確認書あり） 

（３）余暇活動の援助 

     心身のリフレッシュや社会性の向上を目的として、ホーム内では職員と一緒にお菓 

子作りや季節の行事(ハロウィン、クリスマス)を楽しみ、屋外での活動としては移動支 

援サービスや行動援護サービスを利用、また、保護者やご兄弟、お一人で買い物やお食 

事を楽しまれていた。外部(事業者、保護者等)との調整についてはサービス管理責任者 

が行い、円滑に余暇活動の援助を進めることができた。 

（４）連絡調整 

    各利用者が契約している事業所、保護者、関係機関等とサービス管理責任者が連絡を 

取り合い、利用者が日々安心して過ごせるよう調整を行った結果、不安に陥ることなく 

安定した生活を送ることができた。 

 

９．健康管理 

  ・健康診断（利用者が希望する医療機関※で受診）※矢倉医院、医療法人寺田病院 

  ・インフルエンザ予防接種（11 月） 

  ・服薬管理（誤薬防止のため内容・錠数を確認、見守り） 

  ・定期通院（通院介助(ヘルパー利用)もしくは生活支援員対応） 

  ・突発的な発熱や体調不良（平日は生活介護と連携し看護師が対応、週末は生活支援員が 

対応） 

  ・新型コロナウイルス感染症対策（手洗い、うがい、手指消毒、マスク着用、朝夕の検温、 

換気、各自居室にて食事、食卓テーブルにパーテーション設置） 
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    今年度は、利用者全員が新型コロナウイルス感染症等に罹患することなく健康に過ごす 

ことができた。 

 

１０．危機管理 

    事故の未然防止と発生時の被害最小化を目的として、虐待防止、感染症・災害対策、防犯 

体制を徹底するため、ヒヤリハット活動はもちろんのこと、その他、職員への研修や健康管 

理、また安全対策を行った。さらに、情報漏洩対策として支援記録や利用者情報は厳重に管 

理し、職員教育も行った。 

 

１１．BCP(事業継続計画)関係 (研修と訓練を合わせて年に 6 回実施) 

（1）自然災害 

 研修→令和 7 年 8 月、最新の「自然災害発生時における業務継続計画書」を各職員に配付 

し、更新された内容を説明した。その後、あらためて業務継続計画の基本方針を周知 

し、平常時の対応については計画書に沿って項目ごとに確認作業を行った。また災 

害発生時の主な対応手順についても説明を行ったが発生時の被害最小化を目的とし 

て、初動対応から災害対策室設置・BCP を発動するまでの流れと職員の対応方法の 

詳細について説明した。 

訓練→令和 7 年 9 月、台所から火災発生という設定で利用者とともに消防訓練を行った。 

   訓練後は一時救命処置として心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法について再確認を行う 

ため、心肺蘇生人形(ＣＰＲマネキン)と訓練用機器を用いた。止血法やその他、火傷 

をした場合や骨折した場合の応急手当の手順をロールプレイング方式で訓練を行っ 

た。 

令和 8 年 3 月、消防訓練（消火、避難、模擬通報）を主に行い、その後、各ホーム 

に保管されている備蓄品の目視確認をした。また別日には両ホームで利用者ととも 

に避難訓練を行った。おにぎりホームでは利用者がスムーズに避難することが確認 

できたが、すとろべりーホームでは訓練を行うも利用者一名の行動が止まり訓練に 

参加することができなかった。考え事をしていて訓練をする気分ではないとの理由 

だったが、本当に火災した場合はどう誘導すればいいのかという不安が残る訓練と 

なった。(消防法により「消防訓練(2 回/年)」実施) 

 

  （2）感染症 

   研修→令和 7 年 10 月、多機能型事業所と同様に令和 7 年度版「新型コロナウイルス感染 

症発生時における業務継続計画書」「感染症対策に関する指針」等を各職員に配付し 

説明、その後、感染症対策取り組みチェックリストを用いて、現在の取り組み状況に 

ついて項目ごとに振り返り、義務化されている項目すべてにおいてクリアしている 

ことを確認した。また、食中毒の主な原因や症状、感染予防行動の再確認、そして、 

日常の健康管理と行動指針について担当者から改めて注意喚起を行った。 

令和 8 年 1 月、緊急時の対応について感染疑いの「疑い例」を挙げ共有した。また、 

初動対応の流れに関しては第一報から感染疑い者への対応、消毒・清掃等の実施につ 
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いて詳細に説明し、感染者が出た場合の感染拡大防止を目的としたゾーニングにつ 

いても各ホームの平面詳細図を確認しながら共通認識を図った。 

   訓練→令和 7 年 11 月、「正しいマスクの着用」「正しい手洗い(手指消毒を含む)」「予防衣 

の着脱」「吐しゃ物処理方法」について、職員全員で考え職員の代表者が訓練を行う 

という形をとった。その結果、勉強不足だった点が浮き彫りとなり両ホームとも「予 

防衣の着脱」と「吐しゃ物の処理方法」について記憶が曖昧で訓練途中で動作が止ま 

る姿が散見された。 

令和 8 年 1 月、2 回目の訓練では「正しい手洗い(手指消毒を含む)」「予防衣の着脱」 

「吐しゃ物処理方法」を個人単位で行った。前回は各ホームとも不安が残る訓練結果 

だったが、今回は、着脱の順番や処理方法を適切に行うことができた。 

 

  ・消防用設備等点検（消防法第 17 条の３の３） 

ホーム名 
点検日 

（年 2 回） 
結果 報告(名張市消防本部) 

おにぎり 

9 月 03 日(水) 異常なし  

3 月 02 日(月) 

火災通報装置 

→消防への通信後、呼び出し機 

能不可のため取替 

令和 8 年 3 月 12 日(木) 

すとろべりー 

9 月 03 日(水) 異常なし  

3 月 02 日(月) 

誘導灯設備 

→玄関出入り口、避難口誘導 

灯、音声・キセノン用バッテ 

リーが容量不足のため取替 

令和 8 年 3 月 12 日(木) 

１２．防犯関係 

  ・防犯対策研修（6 月） 

    おにぎりホーム 

→約 5 年ぶりに「さすまた(防犯用具)」の使用方法について訓練を行った。用具の特

性上 2～3 メートルの長さがあり、それを取り扱うには性別や年齢、体力・体格な

ど様々な理由から一人ではなく複数人で取り扱うことが必要と再確認できた訓練と

なった。また、日頃の防犯対策についても確認し「施錠」と「インターホン対応」

の大切さを再認識した。不審者対応時に使用する緊急通報装置の操作方法では 

 研修中に装置のボタンを押してしまい、本当に警備会社の担当者が駆け付けるとい

うハプニングが起きたが、即(3 分以内)ホームに到着した警備会社の対応の早さを

目の当たりにすることができた。 

    すとろべりーホーム 

     →振り返りシートを活用し、現在の防犯対策について各自振り返った。昨年度に引き 

続き、玄関の施錠忘れが問題点として挙がった。対策として、玄関を出る職員はホ 

ーム内にいる職員に声をかけ施錠するまで外で待機することとし、施錠する様子が 

見られないときは再度ホーム内にいる職員に声をかけ施錠を促すこととした。イン 

ターホン対応については全員が理解しており現在も対応に困っている様子はなか 

った。しかし、状況によっては動揺してしまうことを想定しインターホン付近にマ 

ニュアルを掲示することとした。 
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１３．苦情(要望)関係 

（１）件数 0 件 

月 

ホーム名 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

すとろべりー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

おにぎり 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

両ホーム 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

（２）苦情(要望)                *苦情窓口担当者：サービス管理責任者 *苦情解決責任者：管理者 

    すべての職員が法人の支援目標である「ゆっくり やさしく おだやかに対応する」 

を徹底し、利用者の一日の終わりが笑顔であふれるように支援することこそが鶯鳴会 

のグループホームであることを認識し支援した結果が 0 件という数字に表れたのでは 

ないだろうか。 

 

１４．虐待防止関係 （虐待通報：0 件 / 虐待件数：0 件） 

  虐待防止委員会オリジナル計画に沿って毎月研修を行った。今年度は各委員の底上げを目的 

とし「どんな質問にも答える(平均 7.5 割)」という目標で取り組んできた。問題を考える側と 

問題に答える側に分けたことで両者ともに法律を勉強する機会が与えられ、結果として全体的 

に底上げできた形となった。今年度も法人が掲げる「虐待ゼロ・不適切な支援ゼロ」という 

目標を達成した。これからも虐待の芽を防ぐための対策としてチェックリストの活用や研修、 

そして職員同士で情報共有や改善する取り組みを継続していく予定である。 

 

１５．総 括 

昨年度に引き続き、利用者間で良好な人間関係を構築するために利用者には「言葉にして相 

 手に伝えること」を提案し続けた。現在も日常生活のなかで利用者個人の困りごとや利用者間 

 のトラブルなど、日々問題解決が必要なできごとがあるものの、その都度、職員に悩みごとを 

 打ち明け解決の糸口を見出しながら一緒に解決、また、利用者間で何かしらのトラブルが発生 

 した場合でも利用者同士で話し合いの場を設け、ときには職員も加わり一緒に解決した。 

 また、あらゆる生活習慣に関する場面のなかで自ら意思を決定することに困難を抱える利用 

者には、洋服やおやつ等を選ぶ場面では複数のものを用意した中から選んでいただくなど利用 

者本人の意思決定を支援した。ある利用者からは服選びを楽しみにしているようで「今日なに 

するかな～」と自ら職員に声をかける場面が見られるようになった。 

今年度は、大きな事故もなく利用者全員が健康に過ごせた一年となった。利用者の住まいの 

場として、これからも利用者の意思があたりまえに尊重されるためにも職員の知識・技術の向 

上を図っていかなければならない。 

 

。 

 


